
食品中の
放射性物質対策

農林水産省

水産物の検査結果（福島県以外：39,228点）

基準値を超える割合は徐々に低下し、現在では1％を切るレベルで推移

（注）平成23年3月24日～平成27年1月31日までの検査結果を水産庁にて集計。
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超過率

総検体数：39,228検体
100ベクレル/kg超の検体数： 524検体
100ベクレル/kg以下の検体数：38,704検体
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食品中の
放射性物質対策

農林水産省

魚種別の放射性セシウム濃度の傾向（1/2）

○ シラス等の表層魚 ： 時間の経過とともに基準値を下回る
○ 回遊魚、イカ・タコ、エビ・カニ、海藻類 ： 基準値を下回る
○ カレイ等の底魚 ： 現在でも基準値を上回る魚種が存在する
→ 生息域の環境や食性等が品目毎の傾向に関係
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(注) 平成23年3月24日～平成27年1月31日までの検査結果を水産庁にて集計。
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